
①止水栓を閉める 
　（マイナスドライバーで右に回す） ②タンク内の水を流す 

1

タンクふた(手洗い鉢)、カバー、ボールタップを外す 

垂直に持ち上げる 

②レバーを外す 

①ピンを外す 

排水弁(小側) 排水弁(大側)

7
ボールタップカバー、カバー、タンクふたを元に戻す 

玉鎖の取り付け 

8
①止水栓を開く 
②2～3度操作して吐水、貯水、止水が正常で水漏れなどの異常がないことを確認する 

再生紙を使用しています。 

2

4

排水弁・レバーを取り外す 

3

前記 3 と逆の手順で、排水弁を再度取り付ける 
※このとき、フックは「カチッ」と音がするまでしっかりと取り付けてください。 

6

カバー 

ボールタップカバー 

レバー 

タンクふた(手洗い鉢)

レバーハンドルの組み立て 

レバーをスピンドル先端から“凸”形状に合わせて差し込み、ピンで固定する 

5

レバー 

スピンドル 

ピン 

“凸”形状 
レバー 

スピンドル 

ピン 

指一本分（10～15㎜） フィルターユニット 

ボールタップに干渉しない 
位置にピンで固定する 

商品の機能が十分に発揮されるように､この施工説明書の内容に沿って正しく取り付けてください。 
取り付け後は、お客様にご使用方法を十分にご説明ください。 

排水弁(交換要領)

施工説明書 2008.1H06515RZ

排水弁（大側） 

排水弁（小側） 
たるみ過ぎ 張り過ぎ 

大
用 

小
用 

弁が開いていて
止水しない 

ハンドルを回しても 
弁が開かず洗浄しない 

【玉鎖の長さ調整】 
・排水弁が上がらない程度に玉鎖を張った状態で 
　スリットに差し込む 
　(レバー部スリットに差し込むことで適度 
　 (約1～2玉)にたるみます。) 
・玉鎖がたるみ過ぎたり、張り過ぎたりしていないこと 

（小側)

(大側)

奥の丸い所 
まで確実に 
差し込んで 
ください。 

玉鎖が交差しないように 
し、レバー部スリットの 
奥まで確実に押し込む 

注意事項 

①排水弁を外す 

排水弁 

垂直に持ち上げる 

動作確認 
排水弁・レバーハンドルの動作を確認する 
①レバーが「大」側、「小」側へ正常に作動すること。 
②レバーがボールタップなどに干渉しないこと。 
　　　　　　　　　※正常に作動しない場合には、玉鎖のたるみが1～2玉ぐらいになるように調節してください。 

 
③レバーハンドルを「大」側に回したときは上下両方の弁が開くこと。 
④レバーハンドルを「小」側に回したときは上側の弁のみが開くこと。 
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